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大阪難波ロータリークラブ週報 

今 日 の 卓 話 

１０月９日（木） 

テーマ

卓話者     西尾貞将 様  

卓話担当者 段 正峰会員 

ロータリー４つのテスト 次 回 の 卓 話 

１０月１６日（木） 

テーマ「大阪2700年の通史」 

卓話者  生國魂神社 権禰宜    

中村文隆様  

卓話担当者 右田竹郎会員 

 
言行はこれに照らしてから 

１．真実かどうか 

２．みんなに公平か 

３．好意と友情を深めるか 

４．みんなのためになるかどうか 

 大阪難波ロータリークラブ      例会日時 毎週木曜日 １２：３０ 

 創立 １９７６年８月５日      例会場  スイスホテル南海大阪7階 芙蓉の間 

 会長：立花英司  幹事：清水一人  会報・雑誌委員長：大塚哲平  事務局：安部亜希子 

 事務局 〒542-0076 大阪市中央区難波5-1-60 スイスホテル南海大阪５階 
 TEL 06-6632-3956  FAX 06-6632-3957  e-mail osaka-namba@poem.ocn.ne.jp 

２０２５-２０２６年度 国際ロータリー会長  

フランチェスコ・アレッツォ   

会長メッセージ「よいことのために手を取りあおう 」 

（第2660地区ガバナー 吉川 健之） 

  ２０２５．１０．９  №２２８９ 

ニ コ ニ コ 箱 報 告 

前 回 の 合 計    ￥１６０，０００ 

本日までの累計   ￥１，３８９，０００(80％達成) 

10月末の予算額   ￥１，７２０，０００ 

出 席 報 告 

前回 １０月２日 ３週前 ９月１１日 

会 員 総 数 ８ ０ 名 
出席免除を除く      

ＭＵを含む  

修正出席率 8 1 . 9 4％ 

出 席 会 員 数 ５ ４ 名

出 席 率 ７ ０ ％ 

これからの予定             

10月10日（金）IM第4組金輪会（会長幹事会）10月11日（土）ボーリング大会 

10月16日（木）例会・新入会員歓迎会      10月19日（日）  

10月23日（木）例会             10月28日（火）釜山西北RC50周年記念式典  

10月29日（水）韓国ナザレ園訪問          10月30日（木）休会           

11月 5日（水）友好ゴルフコンペ       11月 6日（木）例会・定例理事会         

11月 9日（日）          

11月13日（木）例会 

第１３回例会  本日のプログラム 

開 会 （点鐘） 通算第２２８９回例会 

・ロータリーソング  「それでこそロータリー」 

・歌        岡本優香さん 

・ピアノ      倉田栞名さん 

           髙山理帆さん（交替制） 

・来客紹介     友好委員 

 

会 食 

・会長報告     立花英司会長 

・幹事報告     清水一人幹事 

・委員会報告    各委員長 

・出席報告     出席委員 

・ニコニコ箱報告  ＳＡＡ 

・卓話  

 

閉 会 （点鐘） 

   【第35回ガバナー杯野球大会】 

8月30日（土）第1試合vs大阪天王寺ＲＣ  7－1 勝  

8月31日（日）第3試合vs大阪西ＲＣ   14－4 勝 

9月 7日（日）第4試合vs大阪平野ＲＣ   7－2 勝 

9月21日（日）第1試合vsくずはＲＣ   12－6 勝 

              第3試合vs大阪うつぼＲＣ  3－7 負 

9月28日（日）第4試合vsガバナー混成  6－4 勝 

  ♪ それでこそロータリー 

 どこで会っても やあと言おうよ  

見つけた時にゃ おいと呼ぼうよ  

遠い時には 手を振り合おうよ  

それでこそ ローロー ロータリー  

１０月 会員夫人誕生日 おめでとうございます 

 10月 6日 大地庸元会員夫人 町子様   10月 9日 荻原 奨会員夫人 美津子様 

 10月11日 人見和浩会員夫人 美穂様   10月17日 中川静夫会員夫人 真由美様 

 10月20日 伴井敬司会員夫人 絹子様   10月20日 平野浩希会員夫人 ちひろ様 

また、木製品分野ではクラウドファンディング
にも挑戦しています。すし桶技術を応用した猫
のベッドやワインクーラー、楽器など、従来技
術を生かした新しい商品を毎月のように発信。
日本製すし桶を作れるのは今や当社だけで、そ
れが楽器や家具に形を変えて市場を広げていま
す。ペットボトル分野でも、コスメブランド
「LUSH」と協働し、海洋プラスチック100％の
ボトルを製造するなど、環境対応型のものづく
りに挑戦を続けています。 
110年という長い歴史の中で築いた全国のネッ
トワークこそ、立花容器の最大の資産です。 
これからも“フォーマット経営”を意識し、伝
統技術に新しい発想を重ねながら、社会に貢献

できる製品を生み出していきたいと考えていま
す。 
入会以来、地元との行き来で出席が少なくご迷
惑をおかけしましたが、今期はできるだけ例会
に参加したいと思っております。休日はほとん
ど予定が埋まっていますが、木曜日のロータ
リーだけはなんとか時間を確保し、皆さまとご
一緒できる機会を大切にしたいと思います。今
後ともどうぞよろしくお願いいたします。あり
がとうございました。 
 
   

今月お誕生日を迎えられる会員各位 

本日入会されました西村勇二会員 

１０月１１日（土）１５時より 

八尾市立山本球場にて 

ガバナー杯３位決定戦です！！ 



★来客紹介：ありません。 
 
★会長報告：立花会長 
1.先週土曜日に夏の家族会をユニバーサルスタジ
オジャパンで開催させて頂き、122名の沢山の
会員の皆さんと家族の方にご参加頂き有難うご
ざいました。会場では食事やショーで喜んで頂
けたと思います。その後もハロウィンやアトラ
クションを楽しんでいただき、家族のいい思い
出にして頂けたと思います。本当に赤坂友好委
員長、ご準備お疲れ様でございました。ありが
とうございました。 

2.第2660地区に新しく八尾ガーデンロータリーク
ラブが設立されました。チャーターメンバーは
男性36名女性14名、合計50名だそうです。その
うちの9名が八尾中央ロータリクラブに在籍さ
れていた方のようです。その9名をのぞき会長
はじめ41名の方は、はじめてのロータリアンで
構成されているようです。毎月11日と22日が例
会という事ですので機会があればメークアップ
に行って頂けたらと思います。 

3.野球同好会ですが、先週予選最終戦で混成チー
ムに 6対4と快勝いたしましたが、得失点差で
惜しくも予選2位で通過いたしました。今週土
曜日に3位決定戦で城南ロータリークラブさん
と対戦ですが、毎週連戦で疲れも溜まっておら
れますが、もうひと踏ん張りして頂いて勝利を
もぎ取って頂きたいと思います。 

4.ロータリーの一言をお伝えさせて頂きます。皆
さんも伝えたい気持ちはあるのに言葉に出来な
い時があると思います。でも会って会話をする
だけで、伝わるものがあるのがロータリーで
す。本日の一言は、「伝えるより伝わるのが
ロータリー」 

 
★幹事報告：清水幹事 
1.本日例会終了後、定例理事会を開催させて頂き
ますので、理事役員の方はご出席ください。 

2.髙島屋様より「日本伝統工芸展」のご招待券を
いただいております。受付に置いておりますの
で必要な方はお持ち帰りください。 

3.米山豆辞典を入れさせていただいておりますの
でご活用ください。 

 
★委員会報告 
◇社会奉仕委員会：三島委員長 
11月9日(日)飛鳥学院にて、地区補助金を活用し
た奉仕活動、社会奉仕委員長クラブフォーラムと
して開催させていただきます。ご出席よろしくお
願いします。 

◇友好委員会：赤坂委員長 
10月16日開催させていただきます新入会員歓迎会
の締切が本日ですのでよろしくお願いします。 
 
◇野球同好会：河内副キャプテン 
ガバナー杯状況報告 
 
★ニコニコ箱報告：松井副SAA  
立花英司：夏の家族会、沢山の皆様にご参加頂き

ありがとうございました。赤坂友好委
員長お疲れ様でした。西村会員入会お
めでとうございます。 

清水一人：先週USJお疲れ様でした。赤坂友好委
員長ありがとうございます。 

西野文秀：USJ会長幹事、特に赤坂友好委員長あ
りがとう。 

林 博之：ユニバーサルパーティー楽しませてい
ただきました。有難うございました。 

福田 忠：ガバナー杯惜しくも得失点差でブロッ
ク2位！しかしながら全試合完投の西
原投手がブロック内最少失点投手で
す。3位決定戦も頑張りましょう！ 

松浦孝尚：USJ家族会、立花会長、清水幹事、お
疲れ様でした。赤坂友好委員長大変お
世話になりました。 

伊藤 仁：USJでの家族会、楽しませていただき
ました。赤坂友好委員長他、お世話を
頂いた皆様ありがとうございました。 

中川静夫：USJでは童心に帰って楽しませて頂き
ました。赤坂友好委員長をはじめ企画
運営に携わった方々ありがとうござい
ました。 

米澤 勉：先週例会欠席お詫び。 
森田 納：USJありがとうございました。赤坂委

員長お疲れ様でした。 
右田竹郎：USJ皆様お疲れ様でした。 
赤坂 宏：夏の家族会、沢山のご参加心より感謝

致します。 
三島敏宏：先日のUSJでは有難うございます。赤

坂委員長、友好委員の皆様お世話にな
りました。 

荒山義雄：夏の家族会 in USJ 楽しませて頂きま
した。立花会長、清水幹事、赤坂委員
長、並びに運営の皆様ありがとうござ
いました。 

宮本倫明：家族会USJとても楽しかったです。赤
坂委員長はじめ友好委員の皆様お疲れ
様でした。 

川井宗次：赤坂友好委員長、家族会では大変お世

話になりました。今後の行事も宜し
くお願いします。 

日髙雅哉：赤坂友好委員長、運営の皆様USJで
の家族会では大変お世話になりまし
た。家族共々とても楽しませて頂き
ました。 

日髙雅哉：西村さん、入会おめでとうございま
す。一緒にロータリーライフを楽し
みましょう。 

秋田祐作：赤坂友好委員長、家族会お世話にな
りました。 

岡野邦男：本日の卓話よろしくお願いいたしま
す。 

川浦文彦：先日の家族会、ありがとうございま
した。息子との時間を取り戻せまし
た。そして、西村会員入会おめでと
うございます。 

河内 理：野球同好会惜しくも2位でグループ
リーグ突破。今週末山本球場にて城
南RCと3位決定戦。応援よろしくお
願いいたします。 

松井 潤：2週連続欠席お詫び。 
藤井圭一郎：神無月、今月もよろしくお願いい

たします。 
井原純平：USJ皆様ありがとうございました。 
内園彰人：赤坂友好委員長、家族会ありがとう

ございました。 
奥村公一：友好行事のUSJありがとうございま

した。運営の皆さん、お疲れ様でし
た。 

服部好惠：USJとても楽しかったです。ありが
とうございました。 

横井 彦：夏の家族会有難うございました。 
西村勇二：本日より宜しくお願いいたします。 
 
★大阪難波ＲＡＣへのニコニコ箱報告 
          累計￥１０３，０００ 
 
★卓話 テーマ「自己紹介（立花容器(株)）」 
    卓話者   岡野邦男会員 
    
大阪難波ロータリーに入会してちょうど三年
半、卓話としては今回が二度目になります。私
は昭和34年6月30日、岡山県倉敷市児島で生ま
れました。児島は学生服の生産が全国の8割、
ユニフォームが7割を占める繊維の町で、デニ
ム発祥の地としても知られています。近所には
ビッグジョンの創業地もあり、まさに“繊維の
DNA”の中で育ちました。高校は地元の県立児
島高校、大学は近畿大学商経学部経済学科に進
学。理由は単純で、当時流行っていた「花の応
援団」に憧れたからです。応援団に入りたい一
心で近大だけを受験し、入学後すぐ入団。4年
間やり抜いて司令隊隊長まで務めました。 

卒業後は大阪や山口の食品会社を経て、昭和60
年に現在の立花容器株式会社に入社しました。
最初の1年は岡山での研修。夜勤を含む工場勤
務から倉庫・業務まで一通り経験し、その後大
阪で7年、東京で32年を過ごしました。現在は
東京都大田区雪谷に在住で、妻と二人の息子も
東京暮らしです。長男は28歳でグループ会社の
東北立花に入社、次男は23歳で別会社に勤めて
います。趣味といえばゴルフですが、40年間
「100前後を行ったり来たり」の下手の横好き
です。 
さて、立花容器は今年で創業110年を迎えまし
た。創業者・立花喜多郎は1915年（大正4年）
に木樽屋として創業。昭和36年に業界初のプラ
スチック樽を開発し、黄色い漬物樽として全国
に広がりました。特にたくあん業界の成長とと
もに業績を伸ばし、関東・東北にも拠点を設け
ました。現在の資本金は9900万円、従業員は
120名ほど。私を含め、いとこ三人で経営を
担っています。 
2000年にはISO14001を取得し、環境意識を経営
の柱に据えました。5年前には新潟に「アップ
サイクル」という新会社を設立し、燃やすしか
なかった産業廃棄物を原料にコンテナを製造し
ています。カップ麺のアルミ袋や牛乳パックの
内側フィルム、食品トレイなど、従来リサイク
ルが難しかった素材を活用し、環境対応型製品
へと生まれ変わらせています。 
事業の歩みを大きく分けると三期あります。第
一期は創業期。戦中戦後の困難を乗り越え、木
樽を作り続けた時代。第二期は昭和36年のプラ
スチック樽開発による変革期。そして第三期は
1994年、ペットボトル事業への参入です。キム
チやふりかけ、ドレッシング容器、さらにトイ
レ用消臭剤や口臭ケア製品など、食品・日用品
分野に幅広く展開してきました。 
10年前の100周年を機に「チアフルライフ
（Cheerful Life）」という新しい事業理念を掲
げました。チア＝応援・歓喜を意味し、「陽気
な生活を提案する企業でありたい」という思い
を込めています。衣・食・住の3領域に「遊
（ゆう）」を加えた“衣食住遊”をキーワード
に、近畿大学や川崎医大と共同開発したディス
ポトレイ、感染症用廃棄コンテナなど、社会に
役立つ製品を次々と生み出しています。特に医
療廃棄コンテナは蓋を閉じると再開封できず、
1000度で燃やせる安全構造で、国内シェア15％
を維持しています。 
食品分野では酒樽に始まり、醤油・味噌・漬物
などの容器を110年にわたり提供。関西の梅干
し容器や明太子容器は、今でも国内シェアの大
半を担っています。さらに建材分野では、木と
プラスチックの廃材を活用した住宅・土木資材
を開発中です。 

前回の記録  第１２回 １０月２日（木） 

10月は「地域社会の経済発展月間/米山月間」です 


